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AクラスBチーム

成果発表の流れ
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成果発表の流れ成果発表の流れ

到達目標

授業内容

ブレインストーミング

一枚企画書

ドキュメント(画面設計書)

完成品
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到達目標到達目標 4



到達目標到達目標
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1. チームワークを保ち、その中で与えられた自分の
役割を果たすことができる。

2. プロジェクトにおいて自主的にコミュニケーションの
円滑化を図ることができる。

3. 開発工程や品質を意識した開発ができる。またそ
れらをドキュメント化して管理できる。

4. 開発成果及びそのプロセスを資料にまとめ、プレゼ
ンテーションができる。
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授業内容授業内容
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1. アジャイルソフトウェア開発プロセスの基礎を実践

2. 基本的な画面設計手法、データ設計手法に基づき設
計資料を作成

3. PHPの基本文法に基づきプログラミング

4. SQL文を利用してデータベースへのCRUDアクセス

5. PHP/MySQLを用いたWebアプリケーションを開発

6. PHPUnitを使ったユニットテスト
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今回の開発環境今回の開発環境

USBメモリ上で動作するUniform Serverを利用

IDE（統合開発環境）



社内情報共有システム

・投稿

・投稿の削除、編集、コメント

・ログイン機能
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ストーミング
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ブ
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ン



ブレインストーミングブレインストーミング((ブレストブレスト))

アイディア(思いつき)の数 ひとり＜みんな
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・相互交錯の連鎖反応

・発想の誘発



ブレインストーミング。ブレインストーミング。
やって良いことやって良いこと 悪いこと悪いこと

良いこと

質より量。(奇抜、ユニーク重視)

人の意見にどんどんのる。

悪いこと

意見の否定、決めつけ(結論を出す)

一つの意見を尊重。
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社内情報共有システム
機能拡張
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社内情報共有システム

・投稿

・投稿の削除、編集、コメント

・ログイン機能

とてもシンプル!!
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機能拡張機能拡張

画像投稿

検索機能

仕事確認票
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チケット駆動開発補助チケット駆動開発補助



チケット駆動開発
(ticket-drivendevelopment; TiDD)とは!?

チケット駆動開発 とは、プログラム開発手法の一種。
作業を細かいタスクに分割する。BTS（バグ管理）のチケットに
割り当てて管理を行う開発スタイル。

アジャイル開発との親和性が高いことから、エクストリーム・プ
ログラミングをはじめとするアジャイル開発でも実践されてい
る。
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企画書
提案書
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もちろん、掲示板としての機能も備えて
います。画像から会議資料のＰＤＦまでさ
まざまなファイルも投稿し、共有できます。
検索機能も備えているので求めている情
報をスピーディにゲットできます!! 18

プロジェクト進捗状況を一目で判断！
－チケット駆動開発を補助－

・掲示板としての機能も搭載!!

・チケット駆動開発をサポート!!

グラフや図表により、一目でプロジェクトの進
行具合が分ります!!

・それぞれに新しいメリットが!!

・プロジェクトごとにチケットを管理
・日付と総チケット数による理想値と比較できるグ
ラフ
・図によるチケットの現状表示
・チケットの状況(未着手、着手、終了)を色で簡単確
認

総チケット数(枚) 着手数(枚) 終了数(枚) 完成度(％)

・プロジェクトマネージャー側

・プログラマー側

・担当チケットをＷｅｂ上で簡単確認

・Ｗｅｂ上でチケットの進捗状況を簡
単に管理

・プログラマと素早い意思疎通

・チケットをＷｅｂ上で簡単管理

・グラフで進行状況が一目瞭然

青が理想値
赤が実数値

一目瞭然!!

仕事の能率、質がＵＰ!!
縦軸：チケット総数
横軸：日付



画
面
設
計
書
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画面設計書画面設計書((完成予想図完成予想図))－掲示板－掲示板((画像投稿、検索機能画像投稿、検索機能))

20



画面設計書②－仕事画面設計書②－仕事((チケットチケット))確認表確認表
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完成品
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完成品完成品
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ログインして・・・



完成品②
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完成品③

25



最後に…
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総括＆自己紹介



到達目標到達目標
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1. チームワークを保ち、その中で与えられた自分の
役割を果たすことができる。

2. プロジェクトにおいて自主的にコミュニケーションの
円滑化を図ることができる。

3. 開発工程や品質を意識した開発ができる。またそ
れらをドキュメント化して管理できる。

4. 開発成果及びそのプロセスを資料にまとめ、プレゼ
ンテーションができる。

達成達成!!!!……!?!?
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インターンシップを終えて・・・

・様々な人とのコミュニケーション(人種、年齢の
違い)

・コミュニケーション方法(ブレインストーミング、
プレゼンテーション)

・役割の重要性
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インターンシップを終えて・・・

今までシステム開発に必要なのはプログラム
技術だと思っていたが、チームメンバーとアイ
ディアを出し合ったり、わからない事を教え
あったりする中で、コミュニケーション能力の方
が必要だということを知ることができ良い経
験なった。
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インターンシップを終えて・・・

プレゼンテーションの大切さ、プロジェクトメン
バー間でのコミュニケーションの重要性など、
プロジェクトを進める上で大切な様々なこと
を学ぶことが出来ました。
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インターンシップを終えて

日本人と一緒に一つのプロジェクトで一つの
チームになって働いて見て、いろいろの役に立
つことを学びました。



ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました!!!!
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